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山本博之（司会）●私たち混成アジア映画研究会は、
主に東南アジアを対象に、映画を通じてその国の社会
や文化や歴史について知り、また、その国について理
解を深めることで映画をより深く愉しむというコン
セプトで上映会やシンポジウムを行っています。大阪
アジアン映画祭の期間中には、毎年映画祭との共催
で、東南アジア映画の監督や出演者を招いてシンポジ
ウムを行っています。今回は、タイの『ホームステイ』
のパークプム・ウォンプム監督をお迎えして、『ホーム
ステイ』を中心に、タイ映画についてディスカッショ
ンしたいと思います。
　はじめにお断りしておきます。『ホームステイ』は
これまでに何度か映画になっていますが、ご覧になっ
た方はいらっしゃいますか。『ホームステイ』には謎
解きの要素があるので、ご覧になる前に核心の部分を
知りたくない方もおられると思います。そうは言って
も、映画の内容にまったく触れずにシンポジウムを進
めることもできませんので、今日は、物語の核心の部
分には触れないけれど、結末に近いところまで触れる
可能性があるということをお断りしておきます。
　それでは、はじめにパークプム監督からごあいさつ
をお願いします。
パークプム・ウォンプム監督●みなさんこんにちは。
日本で映画のシンポジウムに参加してお話しするこ
とができて、とてもうれしいです。『ホームステイ』
は日本の文学をタイで映画化した作品です。それを日
本の方たちにご覧いただくのはすごくワクワクして
いて、みなさんの感想にとても興味があります。
山本●ディスカッサントは、京都大学東南アジア地
域研究研究所の連携准教授で、タイの地域研究の立場

から映画を研究している平松秀樹さんです。
平松秀樹●私は比較文学・比較文化、タイ文学・タイ
文化を専門に研究しております。本日は、混成アジア
映画研究会のメンバーの１人としてタイから監督を
シンポジウムにお招きすることができてたいへん光
栄に思います。
　私はタイのチュラーロンコーン大学の文学部の大
学院で勉強して、その後、タイの大学で教える機会に
恵まれました。タイ滞在は10年になります。現在も、
集中講義のかたちでタイの大学で教えています。
　ここ何年かは、１年のうち半分ぐらいタイにいて、
映画やミュージカル、テレビドラマを一日10時間ぐ
らい見て過ごしています。
山本●タイの映像関係をたくさん見ていて、タイの
小説もたくさん読んでいる人です。国際交流基金アジ
アセンターのフェローとしてタイで調査したことも
あるそうですね。
平松● 2018年にアジアフェローという奨学金をいた
だきました。1927年から始まるタイの商業映画をす
べて観るという野望をもって、タイのフィルムアーカ
イブに通い始めました。今でも通っています。
山本●タイのテレビドラマや映画をたくさん観てい
る平松さんに、『ホームステイ』に限らず、タイの映画
やドラマの魅力について話していただきましょう。

ふんだんなコメディ要素に 
都会的センスが加わった近年のタイ映画

平松●タイ映画の魅力は、ホラーであれ、コメディ
であれ、社会批判の映画であれ、タイ社会に流れる基
本概念が具体的に見てとれるところです。

大阪アジアン映画祭シンポジウム

生まれ変わるタイ映画
魂のホームステイと救済
日時：		2019年3月14日（木）　　　　場所：国立国際美術館
主催：	京都大学東南アジア地域研究研究所／混成アジア映画研究会／
	 	大阪映像文化振興事業実行委員会（大阪アジアン映画祭）
協力：国立国際美術館
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タイにはおもしろくて笑える映画が多くて、それも魅
力の一つです。20世紀前半から現在に至るまで、タイ
ではコメディ要素が強く入っている映画が多いです。
観客からすると、映画を観に行った以上、存分に笑っ
て帰るのが当たり前といった感じです。
　しかし近年のタイ映画に関して言えば、コメディ要
素だけでなく、洗練されたおしゃれな要素が加味され
ている点が魅力です。最近の映画は、映像技術の革新
だけでなく、都会的なセンスに溢れる作品が多くなっ
ています。それを牽引してきたのが、タイの映画制作
会社であるGTH社（現在は名前が変わってGDH559
社）であることは言うまでもありません。
　日本の往年のタイ映画ファンは、タイ映画にロー
カル色や泥臭さを期待するかもしれません。その一方
で、近年の作品から見始めたタイ映画ファンには、ユ
ニヴァーサルな都会的センスに魅了されている人も
多いと思います。私が日本で教えている私立大学の学
生で、タイにあまり関係していない学生には、タイは
現在でもゾウが闊歩するような、『Dr.スランプ アラ
レちゃん』に出てくる「ペンギン村」、あるいはお菓
子のテレビコマーシャルに出てくる「おらが村」のよ
うなのどかな社会だと思っている人がけっこういま
す。そのような学生たちも、近年のタイ映画を観ると
認識を新たにして、タイは洗練された都会だと思って
くれます。
　都会的なセンスを持つタイ映画が生まれた社会背
景として、BTSスカイトレインの登場があると思い

ます。BTSの電車内では、おしゃれなスニーカーを
履いて、村上春樹やハリーポッターの本を小脇に抱
えた若者が増えました。最初はビーチサンダルで電車
に乗ってくる人もいましたが、やがて淘汰されて、お
しゃれなジーンズとスニーカーを身につけて、頭も茶
髪になって、だんだんおしゃれな感じになっていった
と感じます。
山本●平松さんは、ローカル色豊かな、泥臭さのあ
るタイ映画から入ったんですか。
平松●私は都会のセンス溢れるタイ映画から入って、
そこから遡及して過去の作品を観ていきました。BTS
が登場したころに私もタイ映画デビューして、そこか
らタイ映画を観るようになりました。

権利取得から脚本執筆、撮影・完成まで 
10年以上を費やした『ホームステイ』

山本●続いて『ホームステイ』の話に入ります。パー
クプム監督に『ホームステイ』の制作の背景について
伺います。最初にお話があったように、日本の小説を
原作にしていて、タイで映画にするときに内容を変え
たりするなど、工夫や苦労があったと思います。
パークプム・ウォンプム監督●もともとは、GTHの 
プロデューサーが『カラフル』という小説を読んで、
ぜひ映画化したいと思ったことがきっかけです。です
が、当時は日本の文学をタイで映画化した例が一つも
なくて、手続が非常にたいへんでした。
　権利元に連絡をしたら、「映画化の権利は売らない」
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と作者に言われました。一度は権利元に断られたので
すが、あきらめずに努力しました。GTHの人が日本を
訪れて話をしたり、どんな映画を撮ってきたかとい
うプロフィールを説明したりしました。そして作者に
GTHの映画を観ていただいたところ、気に入ってく
ださって映画化の許可が下りました。
　作者は『カラフル』という作品をすごく愛していらっ
しゃって、どこの誰かわからないタイ人に映画化した
いと言われても許可したくなかったということのよ
うです。しかし、最終的に私たちの熱意を感じて許可
をくださいました。映画化の権利を得るまでに５年か
かりました。
　『ホームステイ』はとても長い時間をかけて作った
作品です。許可を得るまでにも長い時間がかかりまし
たが、最終的に、うちの会社で制作にもっとも長い時
間がかかった作品になりました。GTHという社名が
GDH559になってからも制作の準備が続いて、10年
以上かけてやっと完成しました。
　脚本も複数の脚本家を使いました。最初に担当した
人は、１年かけて脚本を描くといって雲隠れしてしま
いました。（笑）　本当にまったくの雲隠れで、電話し
ても電話をとらないし、会社の人の冠婚葬祭にも一切
出てこない。いいものを描きたいと言って隠れてしま
いました。最終的にその脚本家は、いいものが描けな
いのでこのプロジェクトを降りると言ってきました。
うまく描ける自信がなかったというのです。私たちは
プロジェクトを引き継いでやり直すことになりました。
　このプロジェクトのことは私も社内で前から聞い
ていましたし、私も小説を読んで、この小説を映画化
したらすごく感動的な話になるだろうなと思ってい
ました。でも、私が監督するとはまったく思っていま
せんでした。私はこれまでホラー映画を撮ってきたの
で、会社からこの作品を監督してほしいと言われた
ときには、なぜ選ばれたんだろうと思ってすごくびっ
くりしました。というのも、私はそれまで、『心霊写真

（SHUTTER）』とか『Alone』とか『Phobia（4bia）』の
１、２など、ホラーばかり撮ってきたからです。です
が、これを私が監督するのはすごく挑戦的なことで、
ぜひやってみたいと思いました。
　一人目の脚本家を引き継いで、脚本を描きあげるの
に14か月かかりました。複数の脚本家を使いました。
脚本を描くのがうまい脚本家も、若い脚本家も使いま

した。ベテランの脚本家だと、タイ映画でハリウッド
映画化された『レベル13』の脚本家もいました。短編
映画で世界中の映画祭で賞をもらっている脚本家も
いました。月曜日から金曜日まで毎日喧嘩のように議
論を重ねて、14か月という長い時間をかけて脚本が
完成しました。
　映画化にあたっては、原作の要素を一つも落とさな
いことを心がけました。ただし、小説では主人公の語
りかけるような口調によってストーリーが進むので
すが、それをそのまま映画のシチュエーションに落と
すのは難しかったので、そこは変えました。また、日
本の社会とタイの社会とでは違うので、タイ社会の習
慣に合うようにアレンジした部分がかなりあります。
ただしシーンの肝になる部分は変えないようにしま
した。
　10年以上になる私の映画制作のキャリアのなかで、
この映画の脚本を描くのが一番たいへんで、でも一番
楽しかったです。脚本家も私自身も、人生の一部を脚
本に反映しています。たとえば私と母との関係もこの
映画に反映されています。映画化にかかった３年間は、
私とこの映画との絆をすごく深いものにしてくれま
した。

タイにおける若者の自殺の現状と 
『ホームステイ』が目指したもの

山本●監督に選ばれたときになぜ自分が選ばれたの
かと思ったと言われましたが、会社がなぜパークプム
監督を選んだのかという説明はあったんですか。
パークプム・ウォンプム監督●プロデューサーから

パークプム・ウォンプム氏〈『ホームステイ』監督〉
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は、この映画を語れる監督ではないかと思ったから

と言われました。その前に、『Inside Out』というアニ
メーションを観ていて、それは若者が自殺する話だっ
たのですが、それを観た感想をプロデューサーに話し
たことがありました。その話を聞いたプロデューサー
に、そういう視点を持っているならやれるんじゃない
か、やってみてほしいと言われました。それから、た
まにはラブ・ストーリーも撮ってみたらとも言われま
した。（笑）
山本●自殺の話が出たのでお聞きしますが、この作
品には若者の自殺が描かれています。『バッド・ジー
ニアス』はタイで受験戦争が厳しいことが背景に作ら
れたのだろうと思います。『ホームステイ』が作られ
た背景として、タイで若者の自殺が社会問題になって
いるということがあるんでしょうか。それとも、自殺
が出てくるのは原作にそうあったためで、タイでは自
殺がそれほど問題になっていないということでしょ
うか。
パークプム・ウォンプム監督●タイでも自殺は問題
ではありますし、増えてはいるのですが、そこまで大
きい問題にはなっていません。この映画も、自殺のこ
とだけではなくて、もっと広い層に届くようなもの
にしたいと思いました。たとえば人生の真実とはどの
ようなものかについて考えるきっかけになってほし
かったのです。映画を観て愉しんで、あわせてそうい
うことも考えて帰ってもらえれば意義があるだろう
と思いました。

映画好きが高じて映画学校に進み
日本のホラー『リング』に影響を受ける

山本●これまでホラー映画を撮ってきて、たまには
恋愛映画を撮ってもいいんじゃないかと言われたと
いうお話でしたが、監督が映画を作るようになった経
験を紹介していただけますか。
パークプム・ウォンプム監督● きっかけは塾をサ
ボったことです。塾に行かされていて、塾の授業が２
時間だったので、サボって映画を観るのにちょうどよ
かったのです。毎日、母に内緒で映画を観ていました。
そのうちに映画が大好きになっていって、もともとは
インテリアを勉強しようと思っていたのですが、映画
監督になりたくなって、映画を学びたいと言ったら母
は驚いていました。

　映画学科に入って短編映画をたくさん撮ったので
すが、撮りながらやっぱり自分は映画を撮るのが好き
だなとさらに実感しました。そのうち私の短篇映画が
賞を獲って、世界中の映画祭で上映されたのです。そ
れで、これなら映画会社に応募しても楽勝で受かるな
と思って受けたら、一つも受かりませんでした。（笑）　
そこでCM制作の会社に応募して、受かってCMを 
撮っていたんです。その CM 制作会社が映画を撮る
ことになったとき、私が海外の映画が好きだという
ことが知られていたので、映画を撮らないかと言わ
れました。

　そのあと１年間かけて『心霊写真（SHUTTER）』と
いう作品の脚本を描きました。これは共同監督作品で、
撮影した当時の私は24歳でした。まだ若かったです。
初監督作ということでビビっていたところもあるの
ですが、何も知らないということは逆によくて、映画
制作に全力を投球しました。そのあと次々と映画を撮
る機会があって今日に至ります。
山本●ホラーが好きなんですね。
パークプム・ウォンプム監督●もともと日本映画の
影響を受けています。CMの助監督をしていた頃に 

『リング』が流行って、なぜ日本のホラー映画はこん
なに怖いんだろうと思いました。日本のホラー映画の
影響は強く受けています。ちょうどその頃にホラー映
画がすごく流行っていて、『シックス・センス』など他
の作品もあったので、ホラーもいいなと思いました。
　ただし、もともとホラーが好きだったわけではあり
ません。初監督作品を撮るときも、いろいろプロジェ
クトがあったのですが、CM会社のプロデューサー 
が、私のホラー映画のプロジェクトがいいと言って選
んでくれたのです。撮ってみると、ホラー映画は映像
や音や光といった映画の言語を駆使するということ
がわかってきて、撮ることでホラー映画がすごく好き
になって、またホラー映画を撮りたいと思って何本も
撮りました。

成功と不振の二極化、制作期間の長期化、寡作化
─タイ映画をめぐる制作環境

山本● GTHは大きな会社だと思いますが、タイでは、
大きな会社で売れるようなものを作るという映画の
作り方と、あまりお金がかけられないけれども自分の
作りたいものを作る作り方というように二つに分か
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れているのでしょうか。
パークプム・ウォンプム監督●タイ映画業界全体を
見ると、現在は暗闇の時代です。一時期タイ映画は復
活した時代があるのですが、現在は、GDHも他の映画
会社も、暗闇の時代に戻ってしまいました。タイ映画
の観客数も減っています。売れる映画は売れますが、
売れない映画は売れないという構造になっています。
以前は、5,000万バーツとか7,000万バーツという中ぐ
らいの興行収入を上げる映画がありました。そういう
映画を作れば、なんとか次の作品を作る資力が得られ
ます。でも、観客が観ない映画もあるので、制作会社
の閉鎖もけっこう増えています。
　GＤHはたしかにすごいと言われますが、いい映画
を撮れるのは１年にせいぜい２本程度です。なぜ映画
をもっと撮らないのかという意見もありますが、２本
というのは、本当に自分たちの考えや経験を入れて、
すごく気を配って、数年かけて作っている作品の数で
す。ヒットする要素はあるのですが、必ずしもヒット
する保証はありません。観客にどのように観てもらえ
るかということも一つの要素になります。
平松●タイには、１分や２分で泣かせるようなすばら
しいCMがたくさんあります。パークプム監督はどの
ようなCMを作っていたんでしょうか。
パークプム・ウォンプム監督●じつは、私はCMを
撮っていないんです。助監督を２年続けて、撮ったら
と言われたのですが断りました。タイでもっとも有名
なCMの監督がいる会社にいたのですが、時間をかけ
て撮る映画のほうが好きだと思ったので断りました。
平松●CMの会社が映画のスポンサーになっているけ
れども、監督はCMを作らなかったということですか。
パークプム・ウォンプム監督●広告会社が発案の
企画ですが、広告会社が出資したのではなく、グラ 

ミー（Grammy）という別のエンターテインメントの
会社が出資しました。グラミーの「G」がGTHやGDH 
の「G」です。

山本●GTHの映画が始まるときには「Gross Domestic 

Happiness」という言葉が出てきますね。
パークプム・ウォンプム監督●映画を観た人が、GTH
の映画は観ているとすごく気分がよくなる、笑わせ
てもらったり幸せな気持ちをもらったりするといい

なと思って、社名を考えたときに、Gross Domestic 

Happiness─国内幸福指数と合っているから、この

名前にしようということになりました。
平松●私は文学も研究していますが、『リング』の翻
訳がタイの翻訳出版界にとって大きな起爆剤となっ
て、それ以降日本の文学がたくさん出版されるように
なったことを憶えています。『リング』にすごく影響
を受けたというパークプム監督のいまのお話で、映画
における『リング』の役割も再認識しました。
パークプム・ウォンプム監督●『リング』はタイの映
画や小説を読む人に影響を与えただけでなく、世界中
の人に影響を与えたと思います。ホラー映画はこれほ
ど怖いのだと。私も『リング』の影響を受けているこ
とはまったく否定できません。絶対に影響を受けてい
ると思います。

ロマンティック・コメディとサスペンスが
GDH作品の二本柱となるか

山本●先ほどからの発言でもわかるように、平松さ
んはタイの映画やテレビドラマや小説など、タイのあ
りとあらゆる物語を観ている人です。ここからは平松
さんに、タイ映画の他の作品とも比べながら、『ホー
ムステイ』の見どころを紹介していただきましょう。
平松●『ホームステイ』の見どころの一つは、都会的
なセンスが描かれていることです。バンコクという大
都会の現代高校生ライフを通して、タイ映画の最新性
が感じられます。原作を読んだ方は、日本社会の問題
がタイ社会におけるさまざまかたちに置き換わって
いる点、すなわち原作との比較もたいへん愉しめると
思います。原作の『カラフル』はタイ語の翻訳も出版
されています。

平松秀樹氏〈京都大学東南アジア地域研究研究所〉
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　『ホームステイ』でもう一つ注目されるのは、この10
年ほどタイ映画界で全盛を誇っているロマンティッ
ク・コメディとの差異です。これまでのGTH社のロマ
ンティック・コメディとはかなり趣が違います。『ホー
ムステイ』は全編がサスペンス調で進みます。重い雰
囲気もずっと漂っています。コメディ要素を抑えてい
る原因として、日本の観客は、タイ国王ラーマ９世の
崩御と関係あるのではないかと思う方もいらっしゃ
るかもしれません。
　GDH社作品で日本でもヒットした『バッド・ジーニ 
アス』もサスペンス調でした。『ホームステイ』は『バッ
ド・ジーニアス』を意識しているのかということも、多
くの人が知りたいところだと思います。

　ちなみに、タイでは先月からGDH社の『Friend 

Zone』が上映されています。私も２週間前に観てきま
した。これもとてもいい映画で、観客動員も順調のよ
うです。こちらは全編ロマンティック・コメディです。
GDH社は、サスペンスとロマンティック・コメディの
二本立てという方向性があるのかなと想像しています。
パークプム・ウォンプム監督●会社は映画を撮ると
きに、最初からはっきりジャンルを決めていないん
です。 今回はロマンティック・コメディを撮ろうと
か、サスペンスを撮ろうということは決めていません。
どんな監督が撮るかによってテーマやジャンルが決
まってきます。ロマンティック・コメディが得意な監
督が撮ればそうなるし、『バッド・ジーニアス』の作風
も、監督の性格がそのまま表れています。どのジャン
ルが儲かるかということも一概には言えません。もし

かしたら『Friend Zone』だって儲からないかもしれ
ません。
　GDHのなかでも、『バッド・ジーニアス』や『ホーム
ステイ』の作風は、ある種の賭けでした。だって、カ
ンニングの映画を誰が観たいと思いますか。（笑）　

『ホームステイ』だって、ものすごいドラマの映画だ
し、だいじょうぶかなと思いました。でも、私はこの
話を語りたかったし、ぜひこの映画を撮りたいと思い
ました。
　『ホームステイ』を撮る前に、ジラ・マリクンという
プロデューサーに『ホームステイ』は儲かるかなと尋
ねられました。私は映画を撮るときに儲かるかどうか
を考えたことは一度もありませんと答えたら、よし、
撮りなさいと言われました。

平松●リスクの大きいなか、よくがんばって撮って
くださいました。（笑）

重厚な物語のなかに設けられた複数のカタルシス
─『ホームステイ』が拓いた新たな可能性

平松●続いて『ホームステイ』の魅力についてお話し
したいと思います。まず、若いヒーローとヒロイン
がこの映画の魅力です。ヒーローは『バッド・ジーニ
アス』に出ていた俳優で、ヒロインは今をときめく
BNK48のキャプテンのチャープラン・アーリークンで
す。タイで劇場公開された最初の週は、チャープラン
見たさにBNK48ファンの「オータ」すなわちオタク
が映画館に詰めかけて、すごい状態でした。
　『ホームステイ』は、サスペンス調でテーマも重く、
コメディ要素は最大限抑制されています。はじめに述
べたような、観客が映画を観て笑いころげてストレス
を発散するというタイプの娯楽とは少し趣を異にし
ています。往年のタイ映画には、テーマが重くてカタ
ルシスもなくて、主人公が最後まで救われない社会派
映画がけっこうありました。『ホームステイ』はそう
ではなく、テーマは重いですが途中で何度かカタルシ
スを覚えるという作風で、新しさを感じました。主人
公が生まれ変わるだけでなく、この映画によってタイ
映画も生まれ変わる可能性を秘めているのではない
かと思います。
　個人的に感動した点として、『ホームステイ』の肝 
心な場面でバッハの「Ｇ線上のアリア」が使われてい
たことが新鮮でした。これまでのタイ映画であまり出
逢わなかった演出なので胸を打たれました。バッハの
曲を聴くと脳にアルファ波が流れると聞きます。緊張
した展開のサスペンスのなかにしばしホッとする瞬
間があり、緊迫したストーリー進行のなかでバッハの
曲が流れて、心が洗われるようでした。
パークプム・ウォンプム監督●クラシックの曲を使っ
たのは、映画の編集者の影響が大きいです。編集者が
すごくクラシックが好きで、ピアノ曲も使いました。
なぜだか知りませんが、私も編集室から家に帰る車の
中で毎日クラシック音楽をかけていました。最初、あ
まりにもクラシック音楽をたくさん使いすぎていた
ので、プロデューサーから使いすぎだから一部とった
ほうがいいんじゃないかと言われました。でも、やは
りクラシックが映画の雰囲気にすごく合っていたの
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です。一度使うのをやめたシーンがあるのですが、プ
ロデューサーが見直して、やっぱりここはあの曲がい
いんじゃないかと言ったのが、もともと入っていた曲
でした。
平松●エンディングロールでも「Ｇ線上のアリア」が
ずっと流れていて、もっとも重要視されているからか
と思いました。
パークプム・ウォンプム監督●あの曲が自分たちの
気持ちを伝えるのにぴったりだと思ったので、エン
ド・クレジットにも使いました。タイ映画ではエンド・
クレジットにオリジナルの挿入歌を使うことが多い
のですが、今回はそういう曲は似合わないと思ったの
であの曲を入れました。

『ホームステイ』にみる仏教的要素①
─今生の幸不幸を決める因果応報

山本●先ほど監督が『ホームステイ』を作っていると
きにお母さんとの関係を思い出しながら撮ったとい
う話をされていました。それは親孝行などの仏教的な
感覚とも通じるものかと思います。平松さんはタイの
仏教もご専門ですが、タイの仏教は日本の仏教と同じ
ものと考えてよいでしょうか。
平松●タイの仏教はテーラワーダ仏教と言って、日
本語で言うと南方上座部仏教です。上座部仏教では、
出家者（比丘）は227の戒律を守らなければいけませ
ん。もちろん酒は飲んではいけません。性的行為をし
てもだめです。正午以降はご飯を食べてもいけません。
他にもさまざまあって、たとえば走ってはいけないん
です。走ったら戒律違反なんです。最終電車がホーム
に入っていても走ってはいけません。ゆっくり歩いて
乗り遅れるというのが大事な戒律です。（笑）
山本●映画の中で髪の毛を剃った人が走っていまし
たが、あれはお坊さんじゃないからですか。
平松●あれはお坊さん（比丘）ではありません。
　上座部仏教のことをかつては小乗仏教という人も
いましたが、小乗という言い方は差別的で現在は使わ
ないので、上座部仏教と呼びます。ちなみに日本や中
国は大乗仏教で、同じ仏教でもかなり内容が違います。
山本●平松さんもタイで出家したそうですね。
平松●私も大学院に入る前に、タイで２年間出家し
ました。私が出家していたお寺は厳しくて、食事は１
日１回だけでした。やさしいところは２食なんです。

１食でも２食でも、いずれにしても正午までに終えな
くてはいけません。出家修行で学んだ経験が、現在に
いたるまで私がタイの社会を見つめる基本となって
います。仏教はタイ社会を見つめるうえで大事な要素
で、タイと仏教とは切り離せないものです。
　そうした目で映画を眺めてみると、映画のなかにも
仏教的要素が強く表れています。監督が意図して仏教
的要素を打ち出す場合もあるし、監督が意図せずに映
画を作っていても自然と仏教的要素が浮かび上がっ
ている場合もあります。
　先ほども申しましたが、 私は2018年からタイの
フィルムアーカイブに通っていて、1927年のタイ最
初の商業映画作品からの全作品を視聴することにし
ています。まだ５分の１も終わっていませんが、タイ
映画には、ジャンルを問わず、仏教的要素がにじみ出
ている作品が多いことを再確認しました。
山本●親孝行や因果応報は『ホームステイ』の中心的
なテーマですね。ここで、核心の部分は伏せて『ホー
ムステイ』の内容を確認しておきましょう。大きな過
ちを犯して死んだ人の魂が、ミンという自殺した青年
の体に入ってミンとして生まれ変わり、ミンがなぜ
自殺したのかを明らかにするというタスクを背負い
ます。主人公の魂がミンの人生を暮らしていく過程
で、父親との関係、お兄さんとの関係、学校の友だち
との関係などをいろいろ考えていき、そのうちに、じ
つは母親との関係にも不満があったことがわかって
きます。
　映画のなかでお母さんが息子に、「私はよい母親で
はなかったけど、あなたは私の息子だった」、「私はよ

山本博之氏〈京都大学東南アジア地域研究研究所〉



77シンポジウムの記録「生まれ変わるタイ映画─魂のホームステイと救済」

い母親ではないから、違うお母さんの子どもになって
いいんだよ」と言います。すると主人公は「それでも、
ぼくはそういうお母さんの子どもでいたい」と言いま
す。この場面に心を掴まれた人も多いだろうと思いま
すが、私たち日本の観客が感じるのよりも、タイの文
脈に置いた方がいっそう重みを持っているのではな
いかと思います。親孝行や因果応報も含めて平松さん
に解説していただければと思います。
平松●因果応報に関して、タイでは今生の幸不幸は
前世の行いの結果と考えられています。ただしホラー
映画では、今生の悪行の結果が今生でふりかかってく
る場合も多いです。パークプム監督のホラー映画『心
霊写真』では、今生で行った悪い行いが今生で返って
きます。ホラー以外の映画では、今生でふりかかるの
は前世の行いの結果であることが一般的です。
　『ホームステイ』は、自殺した人の魂がミンの体に
入ってもう一度苦しまなければならないという、これ
までのタイ映画ではあまりなかった設定です。ホラー
映画以外では珍しい設定ではないかと思います。

『ホームステイ』にみる仏教的要素②
─「報恩」と母への至高の愛

平松●『ホームステイ』の後半では、母への愛が特に
強く映し出されています。タイには親孝行の考え方が
強くあります。親孝行と言っても儒教的な考え方では
なく、上座部仏教の「ガタンユー（報恩）」という言葉
で表される考えのことです。ガタンユーは、タイの新
米僧が習う教科書にも入っていますし、お坊さんもガ
タンユーを強調して記事を書いたりします。
　上座部仏教では、阿羅漢（「悟った人」）や親を殺す
ことは大罪です。他の殺人と違って重い意味を持ちま
す。大きな悪業を積んだことになり、その報いも大き
く、単なる殺人とは区別されます。また、親から「親
不孝もの」と呼ばれることは、子にとってもっともつ
らいことです。タイの学生に聞いてみると、みんな親
不孝と言われるのは非常につらいと言います。一方、
親の悪口を言われることは最大級の侮蔑です。「お前
の父は死んだ」は、タイでは最大級の侮蔑で、滅多に
言ってはいけない言葉です。
　タイで話題になったテレビドラマに『トーン・ヌア・
ガオ─純金』という作品があります。病気になった
アル中の母親に、親不孝になりたくないなら酒を持っ

てこいと言われて、泥棒してでも酒を届けて親孝行を
なす少年が登場します。少年は仕方なしに泥棒するの
ですが、タイの人であれば、親孝行の心が入っていま
すから、盗んだことを一方的に悪いと言い切れないと
思うはずです。
　それから、息子が得度することは、親、とくに出家
できない母親に徳を回向することになります。タイ
では男は出家できますが女は出家できません。映画

『Dang Bireley’s and Young Gangsters』では、中華
系のギャングである主人公が悪事をたくさんします
が、最後に母のために出家を決意します。ところが得
度式で行列しているときに敵のマフィアから銃で撃
たれて、得度できずに人生が終わるという悲しい結末
になっています。ギャングでも母のために得度する心
がけがあるという映画です。
山本●得度とはどのようなものですか。
平松●得度とは「在家を捨てて出家する」という意味
です。出家の儀式をせずに勝手に出家すると私度僧と
いって法律違反になりますので、きちんとした儀式を
受けないといけません。その式を得度式と言います。
　アクション映画の『マッハ!!!』では、「今生では得度
して父親に徳を回向する機会が持てなかった」と後悔
を口にしながら死んでいく場面があります。主人公を
演じた有名なトニー・ジャーではなく助演の人で、マ
ムという有名なコメディアンが演じています。この人
が最後に「父親に徳を回向できなかったことが残念
だ。そのことを伝えてくれ」と主人公に言う場面があ
ります。このようにアクション映画でも得度して親に
徳を回向したいという場面があります。
　テレビドラマに『空の如く愛する』という作品が 
ありました。主人公の男性が「空の如く愛する」相手
は、恋人でも婚約相手でもなくて自分の母親であるこ
とが最後に判明します。母親が大事なので、恋人とも
婚約者ともすべて縁を切っていきます。『ホームステ
イ』でも垣間見られるように、母への愛は至高なので
す。『ホームステイ』の原作では最後で母親を突き放
している感じがありますが、それに対して、タイ映画
の『ホームステイ』では母親との和解が印象に残る仕
上がりになっています。
　かつて日本でも上映されて話題になったタイ映画
の『サラシン橋心中』では、主人公の女性が恋人と自
分の腰を紐で結んで橋から身を投げます。真っ昼間に
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橋から身を投げるのですが、その前に母親に宛てて遺
書を書きます。そこには、「今生では徳が足りずに親
孝行できなかったことをたいへん後悔しています。来
世ではまたお母さんのもとに生まれて、今度こそお母
さんに尽くしたいです」と書かれています。死ぬ直前
でも、一緒に死ぬ恋人のことよりお母さんのことが心
配で、来世で恋人に会いたいとは書かず、来世でお母
さんに尽くしたいと書くのが特徴的です。
山本●平松さんが紹介した作品には監督がご覧に
なったことがあるものもあったのではないかと思い
ます。
パークプム・ウォンプム監督●平松先生のご意見に
まったく同感です。タイでは両親をとても大切にして
いて、お寺に行ってもお坊さんに、「私の世話はいい
から家にいる僧侶─両親の面倒をみなさい」と言わ
れます。私が映画を撮るときにもこのような気持ちが
根底にあります。

『ホームステイ』のドリアンが象徴する
母から子への愛情

山本●平松さんのお話をうかがっていて、私が『ホー
ムステイ』を観て個人的に気になった、何度か出てく
るドリアンの意味が少しわかったような気がしまし
た。ドリアンは、トゲトゲの皮に包まれていて、中にク
リーミーな実があって、好きな人はとても好きでクセ
になる果物ですが、遠慮する人もいるという果物です。
　『ホームステイ』では、ミンが子どもの頃に、ミンの
お母さんがドリアンのトゲトゲの皮をミンのまわり
にぐるっと並べることで、ミンが勝手に出歩かない
ようにして家事をする場面がありました。そのせいも
あって、ミンは大きくなってもドリアンが食べられま
せん。
　『ホームステイ』でドリアンが出てくるもう一つの
場面では、ミンのお母さんがラヨーンからドリアン
を持ってきます。ラヨーンは果物で有名な場所で、ド
リアンが食べ放題のフルーツ・パークがあるそうです。
ラヨーンには映画のなかでもう一つ別の意味が与え
られていて、そこでミンのお母さんがミン以外の人に
対して親としての愛情を注ぐという場面があります。
　そう考えると、『ホームステイ』では、ドリアンと
は母による子どもへの愛情の象徴なのかなと思いま
す。ミンをドリアンの皮で囲んで出られないようにす

るのは、そこだけ聞くと、痛そうなトゲで脅かして逃
げられないようにしたとも思えますが、そうではなく
て、ドリアンはトゲの部分も含めて母の愛情なんです。
だからドリアンの皮で囲んだというのは、円く愛で包
んでいるということです。けれどもドリアンはトゲを
持っているから、愛が強くなりすぎると子どもはそれ
を受け入れられなくなって、ドリアンを嫌いだと思っ
てしまいます。だから、お母さんが自分の過剰な愛情
を注ぐ先として、別のドリアンがたくさんあるところ
で愛情を注いでいたということかと思いました。監督
にはぜんぜんそんな意図はないと思うんですが。（笑）
パークプム・ウォンプム監督●私は山本先生の解釈
はとても好きです。（笑）
平松●いまの山本さんの話に関連して、『ホームステ
イ』のなかで、ドリアンを食べて、子ども時代の母親
の温かい思い出が蘇るという演出があります。日本で
言うおふくろの味をドリアンに感じるという主人公
の思い出の描き方がすばらしい編集だと思いました。

日本映画『カラフル』の影響と
日本とタイとの死生観の違い

山本●ここから質疑応答に移ります。パークプム監督
もしくは平松さんに訊ねたいことや伝えたいことが
ありましたらお願いします。『ホームステイ』の映画に 
関してでもいいですし、タイの映画全体についてでも
いいですし、今日のお話についてでもけっこうです。
フロア１●日本で３人の監督が『カラフル』の映画を
作っていますが、監督はご覧になりましたか。
パークプム・ウォンプム監督●アニメーションは観
ましたが、実写版は観ていません。
フロア１●『ホームステイ』を撮る際に、日本の『カ
ラフル』をどこか参考にしましたか。
パークプム・ウォンプム監督●アニメーションを観
たときに、小説のイメージがすべて揃っていると思い
ました。ですから、こういう表現をするとこんな感覚
がわかるのかということを参考にして、お手本にしま
した。まねしたというわけではないですが、『ホーム
ステイ』で挑戦をするときにとても参考になりました。
フロア２●原作を読んでいないのでよくわからない
のですが、タイの方と日本人とでは死生観がかなり
違うような気がします。タイの友だちと話をすると、

「来世を信じている」とか「魂を信じている」というこ
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とを日常的に言いますが、日本人は、おそらくこの人
生だけで終わりだと考えていると思います。そうした
違いをどのように考えてこの映画を作られたのかな
と思いました。
パークプム・ウォンプム監督●タイでは、子どもの
ころから仏教の教えとして「今生でこんなことをす
ると来世でこうなる」という話をずっと聞いています。
でも、最近では来世を信じている人は減ってきている
と思います。来世を考えることは、自分の人生に気を
つけるという意味でとてもいいことだと思います。現
世でしたことが来世で返ってくると思うと人生に気
をつけるようになると思います。ただし実際にそうな
るかどうかはわからないです。
平松●タイでは来世を信じていますし、普通のタイ
の人にとっては、今生で徳を積んで来世で天上界に生
まれ変わるというのが最大の願いです。出家者は悟り
を開いて輪廻の世界から解脱するのが一番の目標で
すが、一般の人は、できるだけ徳を積んで、来世では
天人あるいは天女になって、天上界で「サバーイ、サ
バーイ」の人生を歩むことが目標になっているのでは
ないでしょうか。
パークプム・ウォンプム監督●仏教ではそのように
教えられています。ただし個人的には、徳を積んで貯
めておくことは、自分のために銀行に貯めておくよう
な感覚を覚えます。子どもを助けるのも、現世で自分
の徳を積んで来世のためというのですが、本当なのか
なという葛藤が私の中にあって、来世に対する思いは
私の中ではだんだん減ってきています。
山本●来世のためと言うことが今生をよく生きるこ
とになるということは、先ほどの話にあった「この１
回の人生のために生きる」という話と重なっているよ
うに思います。その意味で、日本とタイが近くなって
いると見ることもできるのかなと思いました。

タイの若者の自死理由
─失恋、親との不和、成績不振

フロア３●タイで若者の自殺の理由でもっとも多い
のは何ですか。
パークプム・ウォンプム監督●私が読んだもののな
かで、自殺の理由として最初に来るのは失恋でした。
次が家族と喧嘩したという理由です。両親と喧嘩した
とか、テストの点数が悪くて親に責められたとかいう

のが多い理由です。
　最近読んだ情報では、ビルからの飛び降り自殺が
あって、その原因はテストの点数が悪かったからとい
うものでした。なぜか３月から５月がもっとも自殺が
多くて、不思議だなと思います。
山本●学校の成績が悪いからというのは、親の期待
に応えられないからと解釈すれば、広い意味では親と
の関係になります。失恋をしたから自殺するというの
は、失恋すると親に申しわけないから、つまり結局は
親との関係ということでしょうか。それとも、親は関
係なくて、自分と恋人とのあいだの関係で悩んで自殺
するということでしょうか。
パークプム・ウォンプム監督●両方の理由があるの
ですが、どちらかと言うと恋人との関係に悩んで自殺
するのが多いようです。

知名度ではなく
演技力と熱意で選んだ二人の主役

フロア４●映画『ホームステイ』で、なぜ主人公にこ
の二人を選んだのか教えてください。
パークプム・ウォンプム監督●ミン役のジェームズ・
ティーラドン・スパパンピンヨーは、『バッド・ジーニ
アス』ですごく嘘つきの演技が上手で、はっきり言っ
て嫌いでした。（笑）  だけど、最後の最後に人に薦め
られてオーディションに来てもらったら、すごく演技
が上手だったし、すごく熱意がありました。はじめは
薦めた人に「いや、ジェームズにできるわけないじゃ
ないか」と言っていたのですが、考えを改めました。
　ヒロインを演じたチャープラン・アーリークンは、
たまたまフェイスブックでかわいい娘の写真を見つ
けて、脚本に描いていたヒロインのキャラクターと
合っていたので、オーディションに呼んでもらいまし
た。BNK48という日本に関連するグループに属して
いることはまったく知りませんでした。キャスティン
グ・ディレクターから「あの娘、知っている？  います
ごく有名になってるよ」と言われたのですが、知らな
いと答えました。演技がとてもよかったし、熱心に演 
技をしてくれたので、 私たちにとってはラッキーで
した。撮影しているうちにだんだんスーパースターに
なっていったのもラッキーだったと思います。彼女は
自分が映画に出ることを秘密にしておいてくれました。
　撮影の途中でジェームズとチャープランの２ショッ
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トの写真を撮ろうとしたら「だめ」と言われて、仕事
なのになぜだめなのかと思いましたが、後になって
BNK48はアイドルだからだめなんだと気づきました。

「すべてのものが永遠ではない」という
人類普遍の要素を表現した『ホームステイ』

フロア５●GDHについてうかがいたいと思います。
GDHの映画にはおもしろい作品が多くて、タイ映画
らしさもあると思いますが、『バッド・ジーニアス』の
監督はあの映画をハリウッドへのラブ・レターだと
言っているそうで、ハリウッド的なものが入って非
常におもしろい作品になっているのでしょうか。先ほ
ど日本の『リング』の影響なども話されていましたが、
そのあたりについて監督の工夫を聞かせてください。
パークプム・ウォンプム監督●まず、GDHの映画を
おもしろいと思ってくださってありがとうございま
す。今回の映画は日本の小説を映画化していますが、
そういった映画はこれまでタイ映画ではなかったの
で、だからこそ挑戦してみたいと思いました。脚本を
執筆するときに、日本の習慣をタイの習慣に置き換え
ました。最初は難しくないと思っていたのですが、す
ごく難しかったです。それから、小説の肝になる部分
は、なるべく落とさないようにして、そのうえで愉し
める映画にしたいと思ったので、すごく時間がかかり
ました。
　でも、結局どんな人でも、どの国の人であっても、
必ず人間が共有できる普遍的なことはあると思いま
す。先ほど平松先生から仏教の視点をご指摘いただき
ましたが、制作したときそういうことはまったく考
えていませんでした。ですが、仏教では人生は仮のも
のというのが真実です。自分自身も永遠ではないし、
きょうだいも永遠ではありません。そのような真実を
映画に描きました。
フロア６●『ホームステイ』は本当におもしろかった
です。題名が『ホームステイ』になっていることにつ
いて、原作を読んでなるほどと思って、映画を観たら
本当によくできている、題名も合っていると思いまし
た。題名はどのようにしてつけられたのでしょうか。
パークプム・ウォンプム監督●「ホームステイ」とい
う言葉は小説のなかにあります。さまよえる魂が体の
中にホームステイしているという言葉があるので、そ
の言葉をタイトルにしました。

若い男女の世界を描くGDH作品のねらいと
GDH以外のタイ映画の制作状況

フロア７●『ホームステイ』はまだ観ていないので印
象論的な質問になってしまうのですが、GDH作品で 
は『バッド・ジーニアス』など若い男女を描くところに
映画的な魅力を作っている印象があるのですが、タイ
映画としてそういう流行があるのでしょうか。GDH
がそういう方針なのでしょうか。今回の映画を観てい
ないので想像になってしまうのですが、そういう若い
男女の一瞬の輝きみたいな、そこに映画的な魅力があ
るのかなと思いまして、そのあたりをうかがいたいと
思います。
パークプム・ウォンプム監督●GDHの映画は、いつ
も若者が主役というわけではありません。高校生を描
く作品が多いのは、タイで映画を観る層が若者だから
です。それに、GDHの監督は若い人が多いので、高校
生のときの気持ちをまだ忘れていないんです。若者が
主役だとたくさんの人に届くという理由もあります。
　ただし、最初から若者にしようと絞っているわけで
はなくて、どんな役者を選ぶか考えた結果として若い
役者になっているだけです。
フロア８●いまの質問に若干重なるかたちになりま
すが、ぼくがタイ映画を観るときは、最近はタイに
はあまり行けていないので、外国の映画祭とか、台
湾で観ることがすごく多いです。そうなると、観る作
品はいわゆる映画祭向きのインディペンデント作品
かアート・ムービーか、さもなければ、劇場で観るの
はGDHの作品あるいはGDHっぽい作品ぐらいなんで
す。それ以外のタイ映画も当然あるはずだと思ってい
るのですが、外国だとなかなか観ることができません。
現在のタイ映画界、映画マーケット、映画業界のなか
で、先ほど言った以外の作品の占める位置とか存在感
がどんな感じか教えてもらえればと思います。
パークプム・ウォンプム監督●タイでは映画の制作
本数自体が減っています。ですが、インディーズ映画
であれば、海外に出て行って、たとえばカンヌや釜山
などで賞を獲っているので、けっこう育ってきていま
す。インディーズ映画はだいたいタイ国内の映画祭で
受賞しているのですが、他の映画は海外でなかなか上
映することができないので、支援が足りないなと感じ
ています。海外の映画祭ではいくつか観られると思い
ます。
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　GDHの作品であっても、海外で必ず観られるとい
うわけではなくて、買ってくれる人が来るのを待って
います。他の国で上映するときにはインディーズ映画
扱いだったりします。それ以外の映画は、１週間とか
２週間とか、タイの映画ビジネスの都合で短い期間し
か上映されない作品があります。
　最近、タイの国内の大きな映画賞で、インディーズ
映画の監督が受賞スピーチでタイ政府はインディー
ズ映画をまったく支援してくれないと発言したこと
が話題になりました。制作資金を援助してくれないと
いうことではなく、映画の権利などの保護についての
ことです。

花火、赤い飲み物、シマウマの置物、シャンプー
が象徴するもの

西芳実●『ホームステイ』はとても心打たれる作品で
した。二つ教えてください。
　一つは、花火のシーンがとても印象的だったのです
が、そもそもタイではどのようなときに花火をあげる
のでしょうか。日本だと、花火は夏のお祭りとか、お
祝いがあったときに祝砲のようにあげるイメージが
ありますが、タイで花火はどういうときにあげるもの
かを教えてください。
　もう一つは、ミンがお供え物の瓶に入った飲み物を
飲んでしまう場面がありました。字幕がパッと出ただ
けで消えてしまったのでうろ覚えですが、精霊の何と
かという台詞がありました。お供え物を飲んでしまう

ことと、精霊が出てくることと、そのときのパイの反
応をどう理解したらいいのかわからなかったので教
えていただけたらと思います。
パークプム・ウォンプム監督●まず花火ですが、タ
イでも他の国と同じように、お祝いのときにあげるこ
とがあります。王様の誕生日やローイクラトンという
お祭りでも花火をあげます。
　祠の前にあった赤い飲み物については、タイの習慣
では、小さな器に食べ物を入れて精霊へのお供え物と
して置いていたのですが、最近では赤い飲み物をお供
えするのが流行っています。とくに商売人は、赤い飲
み物を祠の前に置いてお祈りするのが好きです。だか
ら赤い飲み物は精霊に捧げるお供え物なんです。あの
シーンでミンが赤い飲み物を飲むことは、彼がさまよ
える精霊であることを示しています。祠で人間が赤い
飲み物を飲むことはないので、ヒロインはそれを見て
すごく戸惑います。あれはある意味ジョークで、実際
には祠で赤い飲み物を飲むことはありません。
　それから、祠にシマウマの置物が置いてあります。
シマウマはアフリカの生き物なのでタイにはいませ
んが、あるとき誰かが祠にシマウマを置いたらそれが
受けて、みんなでまねして置くようになったので、そ
のことを映画にも取り入れました。
山本●お供えの飲み物を飲んでバッと吹き出してし
まう場面で、吹き出したものがパイの顔にかかってし
まうのは、間接的にキスをしているシーンの描き方か
なと思ったりしました。
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　ついでに聞きたいのですが、頭をシャンプーして走
るシーンがあります。あれはタイで一般的なことです
か、それともこの映画のなかだけのことですか。
パークプム・ウォンプム監督●この映画だけの特別
なエピソードです。神様にお願いをするときには、成
就した際のお礼に変わったことをすると約束すれば
するほど願いが叶うと信じられています。髪の毛を
シャンプーするエピソードは、『心霊写真』を一緒に
共同監督した人から、大学の合格祈願が成就したお礼
に頭にシャンプーをつけて校庭を走ったという話を
聞いて、これはいいなと思って取り入れました。夜中
の12時に走れば誰も見ていないと思ってシャンプー
をつけて走ったら、王室行事があって人がとてもたく
さんいて、この人バカじゃないかという目で見られた
そうです。（笑）

忘れがたい映画は
『羊たちの沈黙』と『恋する惑星』

フロア10●塾を休んで映画ばかり観ていたとおっ
しゃったのですが、監督がその当時観ていた映画はど
んなものが多かったのかということと、監督が個人的
に忘れがたい映画があれば、数本でも教えていただけ
ればと思います。
パークプム・ウォンプム監督●ランダムに観ていま
した。タイ映画が上映されていたらタイ映画を観まし
たし、欧米の映画もくまなく観ました。欧米の映画で、
オスカー賞のたくさんの部門を受賞した映画があっ
たのですが、そのときは「オスカーって何」と思って
いました。『羊たちの沈黙』というハリウッド映画で、
この映画を観たときに私はまったく内容がわからな
かったけれど、頭の中にその映像が残っていて、家に
帰ってからももっと理解したいと思いました。観た後
に何かを見つけたいと思うことが映画の魅力なのだ
と思いました。
　大学で映画を専攻するようになってから、大学の近
くのレンタル・ビデオ屋でＡからＺまで全部借りまし
た。大学のときに好きだった映画でいまでも忘れられ
ないのは『恋する惑星』という映画です。
山本●今日のシンポジウムは、世界中の映画を観て
いるパークプム監督と、タイ映画を全部観ている平松
さんのお話ということになりました。（笑）

私たちに寄り添う天使としての友人の存在を
教えてくれる『ホームステイ』

山本●最後に私の『ホームステイ』の感想を紹介させ
ていただきたいと思います。今日は主人公のミンとパ
イが中心で紹介されましたが、私はもう１人の登場
人物のリーがとても気になりました。ミンに寄り添っ
てミンを助けるのですが、ミンにつれなくされます。
ミンの遺書にリーの名前が書かれていなかったから
リーはミンにとって大切な人ではなかったんだと言
われたりして、かなり冷たく扱われます。でも、じつ
はリーはミンにとって大事な存在なのではないかな
と私は思います。
　もう一度観る機会があればぜひ観てほしいのです
が、注意深く見ていると、リーはミンとしか絡んでい
なくて、ミン以外の登場人物とは絡んでいません。と
いうことは、リーはミン以外の人には見えていないの
かもしれません。監督の意図としてはみんなにちゃん
と見えているのかもしれませんが、そういう解釈も成
り立つかなと思いました。
　『ホームステイ』には、空から来て、ときどきミンの
ところにいて、こうしなさい、ああしなさいと、姿を
変えて現れる存在がいます。日本語では監視人あるい
は天使と呼ばれますが、自分のことをガイドと名乗っ
ています。それとは違うけれど、じつはリーも天使の
一人で、自分の正体を明かさずにミンに寄り添って、
ときどきミンをガイドしているということなのかな
と思いました。
　さらに想像を逞しくすると、この物語では天使はミ
ンだけに寄り添っていますが、もしかしたら私たちの
周りにも、私たちは普通の友だちだと思っているけれ
どじつは天使がいて、私たちが知らないところで助け
の手を差し伸べてくれているのかもしれません。そう
いう存在が私たち一人ひとりにいるんですよという
ことを伝えてくれる映画なんだなと思いました。監督
の意図とは違うでしょうけれども、映画はいろいろな
見方ができるのがおもしろいので、そういう愉しみ方
もあるかなと思いました。
　さて、終わりの時間が近づいてきましたので、最後
に今日のお話を振り返って、平松さんとパークプム監
督からそれぞれまとめの言葉をいただきたいと思い
ます。
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人生の真実を描いた『カラフル』の
三重の生まれ変わりを体現する『ホームステイ』

平松●『ホームステイ』は、主人公の生まれ変わりを
題材にした映画であるとともに、日本の原作がタイの
社会の文脈に沿って見事に生まれ変わった作品でも
あります。さらに、タイ映画の流れのなかで新風を巻
き起こすような、新しい生まれ変わりをした映画でも
あります。そんな三重の生まれ変わりの映画であると
あらためて感じました。タイ映画を引っ張っていく監
督の今後の作品に大いに期待しています。
パークプム・ウォンプム監督●今回大阪アジアン映
画祭に映画を持ってくることができて、また本日シン
ポジウムでこのようにお話しさせていただくことが
できて、とてもうれしく思っています。『ホームステ
イ』は、日本人のとてもよい考え方、人生の真実をと
ても美しいかたちで表した小説です。このすばらしい
話を私が映画化できて、さらに世界の方がたに観てい
ただけることをとてもうれしく思います。
　また、日本人とタイ人のコラボレーションでもあっ
て、その結果を日本の観客の方にも観ていただけた
ことを本当にうれしく思っています。本日はみなさま、
そして先生方、ありがとうございました。

映画を観て登場人物の人生を体験することが
魂の救済の契機となる

山本●『ホームステイ』は、死んだ人の魂が別の人の
体に一時的にホームステイするというお話でした。考
えてみると、映画を観るということは、観た人が映画
の登場人物に自身を投影して映画を愉しむ、つまり登
場人物になりきってその人生を体験するということ
ですから、その意味では「魂のホームステイ」と言え
るかもしれません。
　他人の人生を体験していると思っていても、そこ
に何らかの形で自分の人生が投影されていることが
あります。映画を観ているあいだ登場人物にホームス
テイすることが自分の魂の救済につながることが映
画体験の一つだと思います。シンポジウムのタイト
ル「生まれ変わるタイ映画─魂のホームステイと救
済」につながるような、映画体験についてあらためて
考えさせてくれた『ホームステイ』のすばらしさを感
じました。
　本日はシンポジウムにご参加くださいましてあり

がとうございました。パネリストのみなさん、フロア
でご参加くださったみなさんに御礼申し上げますと
ともに、主催組織の一つである混成アジア映画研究会
を代表して、主催組織の大阪アジアン映画祭と京都大
学東南アジア地域研究研究所、そして毎年すばらしい
会場を提供してくださっている国立国際美術館に篤
く御礼申し上げます。




